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１８年度情報 ＮＯ，６

 

秋の懇親会と将棋・麻雀大会 

昨年は、ハワイ旅行計画と重なり中止しましたが、中越分会の担当で１０月２２日(日)～２３日(月)に湯

沢町『ホテル双葉』で例年通り開催しました。 

【麻雀大会】 ２時からの予定でしたが、待ちきれずに早く着ました。「おいメンバーがたりないぞ～」 

結果：１位、熊谷正美。２位、丸山敏夫。３位、中町 守 

【将棋大会】中々メンバーが集まらず、一人じゃ出来ません。 

懇親会の始まる間近にやっと開始。 

結果：１位、羽豆重村。２位、熊谷正美・若山勇三。 

【懇親会】午後６時３０分～ 

 宴会場は、テーブルでカラオケも用意。亀山（下越）先輩の乾

杯で開始、この大杯を右回りで次の人に回します。 

 

初めて参加の人もいるので、酔いが回らないうちに自己紹

介のためマイクを回します。程酔いところでカラオケのど自

慢も始まり、リズムに合わせて車いすダンスもご披露。 

午後９時宴会終了。この

日は、ホテル内が大混

雑でバー・スナックも宿

泊客で殆ど貸し切り状

態。仕方なく二次会は、

将棋・麻雀会場（318 号室）で行いました。これもまた、今迄

にない参加者と和やかな雰囲気でお酒を飲む人、将棋をや

る人、などそれぞれがそれなりに良かったようです。 

ホテル６階に新しく出来た大浴場もバリアフリーで入り易くな

り、何度か入った人も多かった。翌日、朝食（バイキング）後、解散。ホテル従業員のサービスが以前

にも増して良くなっている。例年借りている部屋のトイレが今ひとつ改善の余地が残ります。 
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また、今回の幹事洲崎さんご夫妻の取計らいでホテルよりビール２０本（１ダース）のサービス。二次

会は豪勢なつまみ類（オードブル？）で、皆さんご満悦ご苦労さまでした、感謝します。 

参加者２２名（泊２１名、懇親会まで１名、内付添５名） 

参加費・ １泊１６，０００円 懇親会まで９，０００円 二次会参加費１，０００円 会より補助５０，０００円 

 

新潟労災病院の車いす駐車場について要望書提出 

 

県内の車いす駐車場の一般不正利用が後を絶たない中 

１０月上旬、上越分会からの要望依

頼を受け、新潟労災病院長「酒井邦

夫」様宛てに意見をまとめた要望書を

大杉会長名で提出しました。尚、今後

の対応や改善策などについては、病院

側から上越分会への回答をするようお

願いしております。 

（要望内容）

 

 

脊損ニュース１０月号に掲載された水道料金の減免について 

 

水道事業は殆どの場合、自治体が行っている（市区町村の単独事業）ため、 

減免制度も自治体によって異なっておりますので、 

制度については各自治体にお問い合せ下さい。 

（参考）実施地区 神奈川県：川崎市・横浜市 （全脊連のメールから） 

上記の県市の減免制度はホームページで内容が閲覧できます。 

【この件について】 全国での減免対象自治体など本部に調査を依頼しております。尚、新潟県内で

行っている自治体があるか調査してみます。また、情報がありましたらご連絡下さい。（事務局） 

１． 身体障害者駐車場の増設をお願いしたい。 

【理由】身体障害者用駐車場が６台分と少なく、常に満杯状態であり、仕方なく不便な他の一般用駐車場

を利用しなくてはならない。 

２． 車いす使用者専用の駐車場の設置をお願いしたい。その際、監視員を置く等して、健常者等が利用

出来ないようにして頂きたい。 

【理由】車いす使用者は、車のドアを全開しなくては乗降できないので、幅の広い専用駐車場の設置が

望ましい。その際、一般者に比べ乗降に時間が掛るため、雨や雪などの悪天候を考慮した屋根

の設置が望ましい。又、重度車いす使用者が利用したくても利用できない現況も踏まえ、一般車

が利用をしないような対策が必要。 

３． 昨年まで発行していた定期駐車券の発行をお願いしたい。 

【理由】駐車券の紛失や無料スタンプの押し忘れ等が発生した時、再度院内の受付へ戻るためには重度

な車いす使用者には困難が伴うため、特定した人、或は認定した人に対して利便を図る策を講

じてほしい。 


